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阿
部
氏
は
、
昭
和
五

十
一
年
か
ら
二
十
三
年

に
わ
た
り
町
議
会
議
員

の
職
に
あ
り
、
各
常
任

委
員
会
副
委
員
長
、
副

議
長
及
び
議
長
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
に
由

利
郡
町
村
議
会
議
長

会
会
長
、
秋
田
県
町

村
議
会
議
長
会
理
事

な
ど
の
要
職
を
担
い
、

ま
た
平
成
十
三
年
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
を
務
め
ら
れ
、
町
の
民
生
・
福

祉
の
向
上
に
貢
献
。
こ
の
た
び
は
、

町
功
労
章
と
併
せ
て
町
自
治
功
労

章
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

阿部　　　剛氏
（71歳・蔵）

長
谷
山
氏
は
、
昭
和

四
十
三
年
に
町
議
会
議

員
に
当
選
し
、
以
来
二

十
二
年
に
わ
た
り
議
会

議
員
の
職
に
就
か
れ
、

こ
の
間
総
務
委
員
長
、

議
長
な
ど
の
要
職
を

歴
任
。
議
会
の
円
滑

な
運
営
と
町
政
の
伸

長
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
年

に
は
、
由
利
郡
町
村
議
会
議
長
会

副
会
長
、
秋
田
県
町
村
議
会
議
長

会
監
事
を
歴
任
し
、
広
く
地
方
自

治
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。 長谷山二郎氏

（71歳・船木）

昭
和
五
十
五
年
に
町

議
会
議
員
に
当
選
し
、

以
来
二
十
年
に
わ
た
り

議
会
議
員
の
職
に
就
か

れ
、
こ
の
間
産
業
建
設

委
員
長
、
教
育
民
生
委

員
長
及
び
副
議
長
の

要
職
を
担
い
、
議
会

の
適
正
な
運
営
に
努

め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十

五
年
か
ら
四
年
間
に

わ
た
り
町
消
防
団
副
団
長
に
就
か

れ
た
ほ
か
、
平
成
元
年
か
ら
平
成

四
年
ま
で
町
農
業
委
員
会
委
員
を

務
め
ら
れ
、
農
家
の
経
営
安
定
並

び
に
地
域
の
農
業
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

梅津　榮一氏
（68歳・大琴）

長
沼
氏
は
、
昭
和
五

十
一
年
に
町
議
会
議
員

に
当
選
し
、
以
来
二
十

年
に
わ
た
り
議
会
議
員

の
職
に
就
か
れ
、
こ
の

間
産
業
建
設
委
員
長
、

教
育
民
生
委
員
長
及

び
副
議
長
の
要
職
を

担
い
、
議
会
の
適
正

な
運
営
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
五
年

以
上
に
わ
た
り
町
野
球
協
会
会
長

に
就
か
れ
、
大
会
の
円
滑
な
運
営

や
人
材
育
成
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、

現
在
に
い
た
る
ま
で
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

長沼　久男氏
（71歳・新町）

町
功
労
者
選
考
委
員
会
が
九
月
十
五

日
に
開
か
れ
、
平
成
十
六
年
度
町
功
労

者
に
長
谷
山
二
郎
氏
、
阿
部
剛
氏
、
長

沼
久
男
氏
、
梅
津
榮
一
氏
の
四
氏
を
、

町
長
感
謝
状
贈
呈
者
に
四
氏
、
二
団
体

を
決
定
し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
十
一
月

五
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

感
謝
状
贈
呈
者

■
豊
島
重
孝
氏

ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
を
主
唱
し
、

町
の
文
化
の
発
展
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

■
佐
々
木
良
三
氏

高
橋
宏
幸
賞
童
話
秋
田
県
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
委
員
長
と
し
て
、

町
の
文
化
の
発
展
向
上
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

■
由
利
組
合
総
合
病
院

昭
和
三
十
五
年
か
ら
町
立
大
琴

診
療
所
の
運
営
に
あ
た
り
、
町
の

医
療
保
健
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

■
伊
東
ト
ク
ミ
氏

昭
和
二
十
二
年
に
助
産
所
を
開

業
、
衛
生
思
想
の
普
及
啓
発
や
母

子
保
健
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

■
東
由
利
町
技
能
組
合

昭
和
五
十
一
年
か
ら
全
組
合
員

が
協
力
し
て
学
校
施
設
の
補
修
な

ど
奉
仕
活
動
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

■
故
佐
藤
徳
市
氏

旧
舘
合
水
道
組
合
の
創
設
以
来

の
組
合
長
と
し
て
、
ま
た
昭
和
四

十
八
年
か
ら
町
商
工
会
理
事
と
し

て
本
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

町政の伸長発展に貢献



地方交付税 

町　　　債 

県 支 出 金  

町　　　税 

国庫支出金 

そ　の　他 

（76.4％） 

（0.0％） 

（6.8％） 

（73.2％） 

（4.8％） 

（53.0％） 

農林水産業費 

公　債　費 

総　務　費 

民　生　費 

教　育　費 

衛　生　費 

そ　の　他 

（20.0％） 

（46.3％） 

（33.3％） 

（30.7％） 

（57.2％） 

（25.7％） 

（29.8％） 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220 240

〈凡例〉 予算額 

収入済額 

〈凡例〉 予算額 

支出済額 

1,732,5191,324,489

735,5000

267,979196,030

27,826 411,233

233,92610,678

974,586516,840

889,257177,607

793,353367,071

739,583246,527

580,493178,066

453,627259,390

284,39073,134

605,040180,480

（単位：千円） 
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一般会計の施行状況

区　　　　　　　　分 予算現計 
歳　　　　　入 歳　　　　　出 

収入済額 収 入 率  支出済額 執 行 率  

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計  

老 人 保 健 医 療 事 業 特 別 会 計  

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計  

特別養護老人ホーム東光苑特別会計 

合　　　　　　　　　計 

 

 

520,815 

770,627 

231,862 

480,480 

528,499 

2,532,283

247,826 

270,976 

59,992 

9,320 

142,328 

730,442

47.6 

35.2 

25.9 

1.9 

26.9 

28.8

214,037 

288,263 

44,583 

127,325 

139,968 

814,176

41.1 

37.4 

19.2 

26.5 

26.5 

32.2

特別会計の収支状況 （単位：千円，％） 

町民負担の状況 （単位：円，％） 

Ｈ16（16年9月末現在）　4,789人　（参考）1人当り負担額 
税　目 区　　分 

町　民　税 
 
 

固定資産税 
 
 

軽自動車税 
町たばこ税 
入　湯　税 

計 

 
個人分 
法人分 
 
固定資産税 
固有資産等交付金 

調定額（千円） 一人当り負担額 構成比 13年度 14年度 15年度 
74,081 

66,813 

7,268 

172,162 

171,194 

968 

11,308 

12,564 

6,382 

276,497

15,469 

13,951 

1,518 

35,949 

35,747 

202 

2,361 

2,624 

1,333 

57,736

16,151 

14,472 

1,679 

32,676 

32,500 

176 

2,092 

2,132 

1,648 

54,699

16,201 

14,478 

1,723 

34,597 

34,418 

179 

2,177 

2,547 

1,685 

57,207

15,885 

14,760 

1,125 

34,385 

34,204 

181 

2,291 

2,468 

1,514 

56,543

26.8 

24.2 

2.6 

62.3 

61.9 

0.4 

4.1 

4.5 

2.3 

100.0

町の上半期（4月1日～9月30日）の財政状況をお知らせします。

平成16年度 財政状況公表平成16年度 財政状況公表
（平成16年9月30日現在）

予算現額　43億4,573万円
収入済額　20億7,586万円
収 入 率　47.8％

予算現額　43億4,573万円
収入済額　14億8,227万円
収 入 率　34.1％
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収
穫
の
秋
。異
常
気
象
や
台
風
の
影
響
で
、

沿
岸
市
町
で
は
飯
米
の
心
配
を
し
て
い
る
農

家
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
我
が
町
の
作

況
指
数
も
や
は
り
低
い
よ
う
で
す
が
、
秋
は

や
っ
ぱ
り
豊
作
と
い
う
言
葉
に
安
心
し
ま

す
。
少
し
で
も
良
い
数
値
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

今
年
の
台
風
に
は
心
配
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
超
大
型
の
二
三
号
ま
で
次
々
と
日
本
列

島
を
蹂
躙
す
る
と
い
う
荒
れ
よ
う
に
、
恐
怖

を
感
じ
ま
し
た
。
あ
の
被
害
を
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
れ
ば
、
我
が
町
の
積
雪
の
心
配
な
ど
は

許
容
範
囲
で
あ
る
と
も
思
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
害
の
大
き

さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。な
ん
の
前
兆
も
な
く
、

突
然
と
い
う
こ
と
に
不
気
味
さ
を
感
じ
た
こ

と
で
す
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
心
配
し
た
収
穫
の
秋
で
し
た
。

八
日
は
石
沢
バ
イ
パ
ス
の
開
通
式
が
あ
り

ま
し
た
。
国
道
一
〇
七
号
本
荘
ま
で
の
一
番

の
難
所
四
キ
ロ
が
バ
イ
パ
ス
開
通
し
ま
し

た
。こ
れ
で
ま
た
本
荘
に
五
分
近
づ
き
ま
し
た
。

十
日
は
第
二
回
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交

流
大
会
が
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
百
人
ほ
ど
の
参

加
者
で
し
た
が
、
優
勝
者
と
十
位
以
内
に
町

内
選
手
が
四
人
入
り
ま
し
た
。
来
年
の
東
北

大
会
も
ぜ
ひ
こ
う
あ
り
た
い
と
話
し
た
こ
と

で
す
。

十
七
日
は
八
塩
登
山
の
日
で
し
た
が
、
会

が
重
な
り
参
加
で
き
ず
残
念
で
し
た
。
主
催

者
の
横
山
住
吉
分
館
長
さ
ん
始
め
役
員
の
皆

さ
ん
に
は
今
年
も
大
難
儀
を
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
、
泡
ノ
渕
会
館
に
小
松
産
業
課
長

と
も
ど
も
参
り
ま
し
た
。
県
営
ボ
ツ
メ
キ
老

朽
た
め
池
整
備
事
業
の
竣
工
と
、
会
館
の
改

装
整
備
の
お
祝
い
に
我
々
を
招
待
し
て
く
れ

た
の
で
し
た
。
ボ
ツ
メ
キ
水
源
の
お
礼
も
改

め
て
申
し
上
げ
た
こ
と
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
湯
楽
里
」
で
東
由
利
本

荘
会
の
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。
小
松
寛
治
先

生
の
講
話
の
「
歳
を
と
っ
た
ら
太
る
な
、
転

ぶ
な
」
に
は
皆
さ
ん
納
得
で
あ
り
ま
し
た
。

柳
田
弘
本
荘
市
長
さ
ん
も
途
中
か
ら
参
加
さ

れ
、カ
ラ
オ
ケ
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
日
は
小
中
学
校
の
部
、
二
十
三
日
は

オ
ー
プ
ン
参
加
の
部
と
、
二
回
に
分
け
て
植

樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
雨
の
予

報
で
し
た
が
、
結
果
は
絶
好
の
植
樹
日
和
。

ボ
ツ
メ
キ
水
源
に
整
然
と
植
え
ら
れ
た
ブ
ナ

の
幼
木
を
見
な
が
ら
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が

五
時
に
起
き
て
握
っ
て
く
れ
た
新
米
の
お
に

ぎ
り
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

二
十
四
日
は
、
第
十
二
回
ひ
が
し
ゆ
り
音

楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧
蔵
小
、
玉
米

小
、
玉
米
中
の
校
歌
も
歌
わ
れ
ま
し
た
。
秋

田
市
か
ら
の
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
す
ば

ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
最
後
に
豊
島
先
生
の

指
揮
で
東
由
利
賛
歌
を
全
員
で
歌
い
、
感
動

し
ま
し
た
。

二
十
五
日
と
二
十
六
日
は
、
小
野
長
一
さ

ん
ご
夫
婦
の
介
添
え
で
「
あ
き
た
こ
ま
ち
一

升
」を
新
嘗
祭
献
納
し
て
き
ま
し
た
。皇
居
に

参
内
し
、
賢
所
参
集
所
で
天
皇
陛
下
か
ら
お

言
葉
を
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。
小
野
さ

ん
ご
夫
婦
と
も
ど
も
緊
張
い
た
し
ま
し
た
。

朝
夕
寒
く
な
り
ま
し
た
。
風
邪
な
ど
ひ
き

ま
せ
ん
よ
う
に
。

東由利単独町として最後となる町植樹祭が10月20日と23
日に行われました。
20日は、町内小中学校の児童生徒ら約400人が参加。ア

ジサイやナナカマド、ヤマモミジなど計450本を八塩いこい
の森敷地内に植樹しました。また、23日にボツメキ水源地
で行われたオープン参加の部では、一般公募による参加者約
150人が、760本のブナなどを植樹。参加者は、立派な木にな
るようにという願いを込めて1本1本に土をかけていました。

▲20日は児童生徒による植樹

▲オープン参加の部では、新米のおにぎりや豚汁がふるまわれました ▲親子連れも参加したオープン参加の部



「
出
稼
ぎ
」
は
、
戦
後
日
本
の

農
村
に
お
い
て
広
が
っ
た
労
働
形
態

で
す
。
農
閑
期
の
生
計
を
満
た
す
た

め
に
、
家
を
離
れ
て
他
地
で
働
く
と

い
う
も
の
。特
に
東
北
地
方
に
多
く
、

出
稼
ぎ
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
が
男
子

で
し
た
。

戦
後
の
日
本
に
お
け
る
出
稼
ぎ

労
働
者
の
数
は
、
昭
和
三
十
年
こ
ろ

か
ら
約
二
十
年
に
わ
た
っ
て
続
い
た

高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
増
加
し
、

昭
和
四
十
七
年
に
は
五
十
五
万
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
四

十
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機

と
す
る
経
済
環
境
の
激
変
や
平
成
不

況
に
よ
り
、出
稼
ぎ
労
働
者
は
減
少
、

そ
の
半
分
の
二
十
五
万
人
と
な
り
ま

し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
出
稼
ぎ
労
働

者
数
が
最
高
に
達
し
た
の
は
、
昭
和

四
十
七
年
の

こ
と
。
そ
の

と
き
の
出
稼

ぎ
労
働
者
数

は
、
一
千
二

十
人
（
男
九

百
三
十
六

人
・
女
八
十

四
人
）
に
も

な
り
ま
し

た
。
当
時
の

町
総
人
口
が

六
千
九
百
六

十
人
で
あ
っ

た
こ
と
か

ら
、
町
民
の

六
・
八
人
に

一
人
が
出
稼

ぎ
に
出
て
い

た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し

か
し
、
不
況
に
よ
る
求
人
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
そ
の
後
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
平
成
十
一
年
に
は
百
人

を
切
り
、
平
成
十
五
年
の
出
稼
ぎ
労

働
者
は
四
十
九
人
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
会
別
に
昭
和
四
十
七
年
の

出
稼
ぎ
労
働
者
数
を
見
て
み
る
と
、

人
口
や
農
家
数
の
多
い
地
区
に
集
中

し
て
お
り
、
上
位
か
ら
大
琴
五
十
四

人
、
小
倉
三
十
四
人
、
松
柴
三
十
人
。

大
字
別
で
は
、
順
に
舘
合
二
百
二
十

一
人
、
宿
百
八
十
六
人
、
黒
渕
百
二

十
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
月

十
五
日
現
在
）
の
町
広
報
の
調
べ
に

よ
る
と
、
四
十
歳
代
が
全
体
の
三
三

�
、
次
い
で
二
十
歳
代
が
二
二
・

九
�
、
五
十
歳
代
が
二
一
・
八
�

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
か

ら
、
世
帯
主
と
な
る
世
代
の
ほ
か
、

学
校
を
出
た
ば
か
り
の
若
い
世
代
も
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町
民
の

6.8
人
に
１
人

昭
和
47
年
に

最
高
の
１
、０
２
０
人

⑦
出
稼
ぎ

1,200 

1,000 

800 

600 

400 

200 

0

出
稼
ぎ
労
働
者
数 

出稼ぎ労働者数の推移 

平
成
15
年 

平
成
13
年 

平
成
11
年 

平
成
9
年 

平
成
7
年 

平
成
5
年 

平
成
3
年 

平
成
元
年 

昭
和
61
年 

昭
和
59
年 

昭
和
57
年 

昭
和
55
年 

昭
和
53
年 

昭
和
51
年 

昭
和
49
年 

昭
和
47
年 

昭
和
45
年 

昭
和
43
年 

昭
和
41
年 

出稼ぎ者数（人） 

687

817

974

1,020

852 805

781 770
711 620

531
451 398

296 197

149 99

77
49

（町事務報告） 

昭
和
52
年
出
稼
ぎ
者

33
％
が
40
代

▲東京に向かうバスに乗り込む出稼ぎ労働者（昭和51年）
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出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
徐
々
に
家
か
ら

通
勤
で
き
る
距
離
に
勤
め
先
が
で

き
、
農
家
の
「
安
定
兼
業
」
の
時

代
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
度
の
出
稼
ぎ
者
就

労
職
種
別
人
数
調
べ
に
よ
る
と
、
出

稼
ぎ
労
働
者
六
百
六
人
の
う
ち
、
最

も
多
い
就
労
職
種
は
建
設
業
で
二
百

三
十
四
人
、
次
い
で
工
業
が
百
四
十

人
、
運
輸
業
が
五
十
四
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
の
出
稼

ぎ
先
を
都
道
府
県
別
に
見
て
み
る

と
、
東
京
都
が
二
百
三
十
二
人
で
ト

ッ
プ
、
次
い
で
神
奈

川
県
が
百
六
十
三

人
、
埼
玉
県
が
七
十

五
人
と
続
き
、
や
は

り
関
東
地
方
に
集
中

し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

出
稼
ぎ
の
就
労
経

路
に
つ
い
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
を
経

由
し
な
い
人
も
多

く
、
実
態
把
握
は
困

難
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
就
労
先

で
の
労
働
災
害
や
労
働
条
件
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

昭
和
五
十
年
か
ら
町
で
も
専
任
窓

口
を
設
け
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
慰

労
会
を
開
く
な
ど
の
出
稼
ぎ
対
策

が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

出
稼
ぎ
労
働
者
の
九
割
が
男
子

だ
っ
た
こ
と
や
、
四
十
代
と
五
十
代

が
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
た
こ
と

か
ら
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
多
く
が
家

の
世
帯
主
や
働
き
盛
り
の
男
子
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

農
作
業
が
終
わ
る
十
月
半
ば
か
ら
翌

年
四
月
に
か
け
て
の
男
手
が
足
り
な

い
時
期
、
家
を
守
っ
て
い
た
の
は
お

母
さ
ん
た
ち
で
し
た
。

職
種
は
建
設
業
、

就
労
先
は
東
京
都

留
守
家
族

昭和47年自治会別出稼ぎ者数 
順位 
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

府　県 
東 京 都  
神奈川県 
埼 玉 県  
愛 知 県  
千 葉 県  
静 岡 県  
兵 庫 県  
奈 良 県  
茨 城 県  
富 山 県  

人　数 
232 

163 

75 

73 

65 

63 

41 

34 

20 

17

順位 
1 

2 

3 

4 

5 

 

自治会 
大　　琴 
小　　倉 
松　　柴 
下　　通 
袖　　山 
新　　町 
蔵 新 田 
高　　村 

人　数 
54 

34 

31 

30 

27 

27 

27 

27

昭和47年大字別出稼ぎ者数 
順位 
1 

2 

大字名 
舘　　合 
宿 

人　数 
221 

186 

昭和51年出稼ぎ者の就労先別人数 昭和47年自治会別出稼ぎ者数 
順位 
1 

2 

3 

4 

5 

 

自治会 
大　　琴 
小　　倉 
松　　柴 
下　　通 
袖　　山 
新　　町 
蔵 新 田 
高　　村 

人　数 
54 

34 

31 

30 

27 

27 

27 

27

昭和47年大字別出稼ぎ者数 
順位 
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 

大字名 
舘　　合 
宿 

黒　　渕 
老　　方 
田　　代 
法　　内 
蔵 

人　数 
221 

186 

128 

154 

115 

114 

102

忠
一
さ
ん
―

私
は
昭
和
三
十
二
年
か
ら
約
二
十

年
間
出
稼
ぎ
に
行
き
、
そ
の
う
ち
の

昭
和
四
十
年
か
ら
出
稼
ぎ
を
や
め
る

ま
で
の
十
二
年
間
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
を
勤
め
ま
し
た
。
私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
は
、
最
も
多
い
年
で
八
十
人
。

本
町
で
最
大
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。

出
稼
ぎ
で
一
番
苦
労
し
た
の
は
集

団
生
活
で
す
。
大
森
町
か
ら
来
た
四

十
人
と
計
百
二
十
人
の
寮
生
活
で
し

た
。
健
康
管
理
も
全
て
自
分
た
ち
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
の

メ
ン
バ
ー
も
苦
労
す
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
少
し
で
も

生
活
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
と
、

地
元
か
ら
五
人
の
ま
か
な
い
さ
ん
も

同
行
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

出
稼
ぎ
は
、
本
当
に
良
い
現
金
収

入
に
な
り
ま
す
。
町
に
残
っ
て
同
じ

給
料
を
稼
ぐ
こ
と
は
無
理
だ
っ
た
で

し
ょ
う
。ま
た
、当
時
は
働
き
た
い
だ

け
働
か
せ
て
も
ら
え
た
し
、
働
い
た

分
の
給
料
は
し
っ
か
り
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
家
に
残
っ
た
家
族
は
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
父
が
ま
だ

現
役
で
し
た
が
、
子
ど
も
の
こ
と
は

妻
に
任
せ
き
り
。
家
庭
を
守
る
の
は

大
変
な
負
担
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
当

時
は
働
く
こ
と
に
必
死
で
、
正
直
家

の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
家
を
空
け

る
の
は
心
配
。
同
じ
理
由
で
地
元
に

仕
事
を
探
し
、
出
稼
ぎ
を
や
め
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

協
子
さ
ん
―

夫
が
家
を
空
け
る
冬
の
間
は
心
細

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
次
の
年
に
は
、

も
う
出
稼
ぎ
で
家
を
空
け
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
子
ど
も
の
就
職
の
こ
と

も
私
一
人
で
や
り
ま
し
た
。
子
ど
も

も
寂
し
い
思
い
を
し
た
で
し
ょ
う
。

一
番
苦
労
し
た
の
は
、
た
い
肥
の

運
搬
や
雪
か
き
な
ど
の
力
仕
事
。
昭

和
四
十
八
年
の
大
雪
の
と
き
は
、
連

絡
を
と
り
一
度
帰
っ
て
き
て
も
ら
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
春
に
な
っ
て

帰
っ
て
く
る
と
本
当
に
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
出
稼
ぎ
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
家
を
離
れ
て
働
く
夫
も
苦

労
し
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
家
族
を

支
え
る
た
め
に
一
生
懸
命
働
い
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
必
死
で
は
た
ら
き
ま
し
た
。

残
っ
た
家
族
も

大
変
だ
っ
た
は
ず
…
」

元
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

木
島
　
忠
一
さ
ん
（
黒
沢
）

協
子
さ
ん
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第
２
回
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

（
家
ノ
下
）
が
一
般
男
子
の
部
で
見
事
優
勝

を
飾
っ
た
ほ
か
、
町
内
の
参
加
者
が
上
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

◇
一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
鍬
�
　
芳
造
（
東
由
利
町
）

第
２
位
　
三
浦
　
岑
夫
（
湯
沢
市
）

第
３
位
　
今
野
　
秀
和
（
東
由
利
町
）

第
４
位
　
高
橋
　
市
郎
（
本
荘
市
）

第
５
位
　
加
藤
　
清
一
（
東
由
利
町
）

◇
一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
山
本
　
コ
ウ
（
湯
沢
市
）

第
２
位
　
冨
谷
　
邦
子
（
湯
沢
市
）

第
３
位
　
渡
部
チ
ト
セ
（
森
吉
町
）

第
４
位
　
鍬
�
ト
メ
ヨ
（
東
由
利
町
）

第
５
位
　
柴
田
　
良
子
（
湯
沢
市
）

▲熱戦を繰り広げる参加者

「
第
二
回
秋
田
県
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大

会
」
が
十
月
十
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
鍬
　
芳
造
さ
ん

新
町
自
治
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲活発な意見交換が行われた新町自治会フォーラム

新
町
自
治
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
十
月
二
十
一

日
、
新
町
会
館
で
開
か
れ
、
合
併
論
議
な
ど

に
関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
住
民
二
十
二
人
が
参
加
。

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、「
住
民

の
声
を
行
政
に
届
け
る
た
め
に
は
、
総
合
支

所
に
特
別
職
が
必
要
で
は
な
い
か
」「
町
出

身
の
議
員
が
減
る
の
で
住
民
の
声
が
届
く
か

不
安
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
合

併
後
の
自
治
会
活
動
や
消
防
署
下
の
交
差
点

の
道
路
拡
張
に
つ
い
て
多
く
の
意
見
・
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

袖
山
分
館
町
政
座
談
会

▲様々な要望が寄せられた袖山分館町政座談会

袖
山
分
館
町
政
座
談
会
が
十
月
二
十
三

日
、
袖
山
会
館
で
開
か
れ
、
合
併
後
の
地
域

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
十
二
人
の
地
域
住
民
が
参
加
。

「
合
併
後
、
こ
の
よ
う
な
座
談
会
で
出
さ
れ

る
住
民
の
要
望
に
対
し
て
、
行
政
の
返
答
・

対
応
が
遅
く
な
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
」

な
ど
の
合
併
に
関
す
る
意
見
の
ほ
か
、
道
路

の
補
修
、
除
雪
体
制
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の
八
塩
登
山

▲紅葉を眺めながら登山する参加者

秋
の
八
塩
登
山
が
十
月
十
七
日
に
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
四
十
人
の
登

山
者
た
ち
が
、
色
づ
き
始
め
た
八
塩
山
の
紅

葉
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
風
ぴ
ら
コ
ー
ス
か
ら
登
り
、

前
平
コ
ー
ス
を
下
山
。
頂
上
で
昼
食
を
と
っ

た
登
山
者
た
ち
は
、
キ
ノ
コ
採
り
を
し
た
り

ゆ
っ
く
り
景
色
を
眺
め
た
り
と
、
思
い
思
い

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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佐　藤　　　駿くん 
　　 　（黒渕・1歳） 
お父さん：由　宏さん 
お母さん：美穂子さん 
お話し：美穂子さん 

しゅんしゅん 

佐　藤　　　駿くん 
　　 　（黒渕・1歳） 
お父さん：由　宏さん 
お母さん：美穂子さん 
お話し：美穂子さん 

しゅん 

佐　藤　真
しん

吾
ご

さん（下小路・19歳）
―職業は
平鹿町の「アスター工業」に勤めています
―休日の過ごし方は
友だちや彼女とドライブに行きます。今は山形県の飛
島に行きたいと思っています。
―自分の性格は
面倒くさがり。遊びに行くときも、誘われてから行く
ことが多いですね。
―理想のタイプは
外見はあまりこだわりませんが、決断力のある人が好
きです。付き合うなら自分と気の合う人がいいです。
―目標・夢は
兄のような人になること。
―東由利町へ一言
本当は合併してほしくないです。

名前の由来は？
「馬のようにたくましく、そしてみんなに愛される人に成長して
もらいたいという思いをこめました」
好きなものは？
「テレビのCMが好きです。特に洗剤の「キュキュット」が好きで、
泣いているときにこのCMが流れるとピタっと泣きやみます」
家族では誰になついていますか？
「家族みんなになついていますが、特に88歳のおじちゃんが好き
です」
本人の性格は？
「わんぱく坊主ですが、誰にでも愛想がよく、ちょっと甘えん坊
さんなところも」
お父さんとお母さんから駿くんへひとこと
「とにかく健康で、周りの子どもたちと同じように元気に力強く
生きてください。その笑顔を忘れずに…」

社
会
人
秋
季
マ
ラ
ソ
ン
野
球
大
会

が
、
十
月
二
十
四
日
に
町
野
球
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

三
十
八
回
に
及
ぶ
試
合
を
二
十
対
十
六
で

制
し
た
の
は
白
チ
ー
ム
。
個
人
賞
に
選
ば
れ

た
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ベ
ス
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
賞
▼
鈴
木
紀
貴
（
秋
田

ル
ビ
コ
ン
）

優
秀
選
手
賞
▼
岩
井
克
己（
蔵
パ
イ
レ
ー
ツ
）

勝
利
監
督
賞
▼
阿
部
宇
左
ェ
門
（
法
内
フ
ラ

ワ
ー
ズ
）

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
賞
▼
高
橋
進
（
高
瀬
）

打
撃
賞
▼
阿
部
正
輝
（
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
）、
菊
地
晃
（
シ
リ
ュ
ウ
ス
）

敢
闘
賞
▼
鈴
木
徳
之
（
袖
山
オ
リ
オ
ー
ル

ズ
）、
畠
山
繁
光
（
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
）、
阿
部
聡
（
蔵
パ
イ
レ
ー
ツ
）、
大
日
向

正
史
（
秋
田
ル
ビ
コ
ン
）

▲8時間継続で行われた紅白戦

町
内
十
四
の
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
が
二
組

に
分
か
れ
て
、
八
時
間
継
続
方
式
の
紅
白
戦

を
行
う「
社
会
人
秋
季
マ
ラ
ソ
ン
野
球
大
会
」

東
光
苑
秋
ま
つ
り

▲家族らと風船バレーを楽しむ入所者

「
東
光
苑
秋
ま
つ
り
」
が
十
月
二
十
四
日
、

東
光
苑
で
行
わ
れ
、
訪
れ
た
家
族
や
地
域
住

民
が
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
入
所
者
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
訪
れ
た
家
族
ら
と
入
所
者
に

よ
る
風
船
バ
レ
ー
や
演
芸
発
表
、
抽
選
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
入
所
者
は
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
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秋田社会保険事務局本荘事務所では、

11月６日から12日までの年金週間期間中

の相談業務の時間を、下記のとおり延長

して実施します。

問い合わせ 町民福祉課年金担当 �69－2117

年金だより

11月6日～12日は
年金週間

寝不足は免疫力や集中力の低下を招くため、感染症
やもの忘れ、ケガの原因となります。特に高齢期には、
不眠に悩まされる人が増えます。次の点に気をつけ、
良質の睡眠を得るようにしましょう。
①読書や音楽、ぬるめの入浴で心身をリラックスさせ
る。布団に入ったら悩み事は考えない。
②照明はあまり明るくせず、就寝４時間前にはカフェ
インを含んだ飲み物を避ける。
③軽い運動を習慣づける。
④昼寝は午後１時～３時の間で
30分以内。
※激しいいびきや呼吸停止、日
中の強い眠気は専門医に相談を。
また、睡眠薬を服用する場合は
必ず医師の指示を守りましょう。

心身のリラックスで良質の睡眠を

相談業務時間を
延長します

日　　付 時　　間 業務内容

６日（土）・
７日（日）

９：00～
16：00

年金相談、
国民年金保
険料関係

８日（月）
８：30～

19：00

年金相談、
国民年金保
険料関係

９日（火）～
12日（金）

８：30
19：00

年金相談業
務

介護保険では、下記の住宅改修を給付対象としています。
住宅改修費の上限は、要介護状態区分にかかわらず、現在

住んでいる住宅について20万円が原則で利用者はその枠内でかか
った費用の１割を負担します。
介護保険の給付対象となる住宅改修
①床の段差の解消（敷居の平滑化や交換、スロープの設置）
②手すりの取り付け（階段、廊下、浴室への手すりの設置）
③床材の変更（浴室床のノンスリップ化、畳からフローリン
グの変更）
④引き戸への取り換え（ドアによる開閉から引き戸への変更）
⑤便器の取り換え（和式便器から洋式便器への変更）
⑥①～⑤の住宅改修に付帯するもの（手すりの取り付けに伴
う壁の補強、便器の取り替えに伴う床の改修など）

A.

介護保険で住宅改修できるそうですが、どんな改修ができ
るのですか。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

住宅改修を行う際には、ケ
アマネージャーが調整役と
なって、相談に応じたり、
必要な書類を用意したりし
ます。利用したいその他の
在宅サービスとあわせ、ケ
アプラン全体の中でどのよ
うな改修が必要なのかを検
討するためにも、担当ケア
マネージャーとよく話し合
いましょう。

一口メモ
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ス
ギ
立
木
の
枝
と
葉
の
集
合
部
分

を
樹
冠
と
称
し
、
樹
冠
長
は
樹
冠
の

先
端
部
か
ら
最
も
下
部
に
位
置
す
る

枝
ま
で
の
長
さ
を
い
い
ま
す
。
樹
冠

長
は
立
木
密
度（
林
の
混
み
方
）の
影

響
を
強
く
受
け
ま
す
。
ス
ギ
立
木
の

本
数
が
多
く
な
る
と
下
枝
が
枯
れ
あ

が
り
樹
冠
長
が
短
く
な
り
ま
す
。
樹

冠
長
の
長
さ
の
樹
高
に
対
す
る
比
を

樹
冠
長
率
と
呼
び
、
立
木
密
度
の
影

響
を
表
わ
す
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
木
密
度
の
影
響
で
樹
冠
長
率
が

低
下
す
る
と
葉
に
よ
る
光
合
成
量
が

不
足
し
て
成
長
が
衰
え
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
樹
冠
長
は
間
伐
時
期
決
定

の
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
林
業
不
振
か
ら
ス
ギ
林
を

長
伐
期
の
八
十
年
か
ら
百
年
に
持
っ

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
樹
冠

長
率
が
三
〇
％
位
よ
り
な
い
三
十
年

か
ら
五
十
年
の
森
林
で
は
、
台
風
や

風
雪
害
の
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。

要
す
る
に
八
十
年
か
ら
百
年
の
長

伐
期
を
目
標
と
す
る
な
ら
ば
、
三
十

年
か
ら
五
十
年
で
樹
冠
長
率
を
五

〇
％
位
に
す
る
よ
う
に
間
伐
を
繰
り

返
し
て
い
け
ば
危
険
性
も
な
く
目
標

を
達
成
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長佐藤

恒
悦
氏
）

　林業 
 だより 

ス
ギ
の
樹
冠
長

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

4,156

3,128～3,307

―

―

16～22cmは出品量も少なかったせいもあり、
まずまずの単価で完売。24～34cmは全く引き合
いがなく１口売れただけでトータル34％と低調。

（
平
成
十
六
年
十
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

十
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
30

16

46

平均体重
302kg

271kg

292kg

平均価格
536,410円
454,584円
507,949円

kg当単価
1,686円
1,595円
1,654円

去　勢
雌

金　額
653,100円
642,600円

父
平茂勝
平茂勝

母の父
北国7の8
北国7の8

母の祖父
安福165の9
高　栄

おとなり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

�と　き…11月２日(火) 18：30
�ところ…岩城町民総合体育館
�内　容…出演者：牧村三枝子、黒川真一朗、青空うれし

（司会）、ビックボーイズ（爆笑コント）、チビッ
子勘太郎（新舞踊）

�入場料…無料
岩城町公民館　�７３－２４６８

岩城町から

第34回岩城町文化祭　特別講演

�と　き…11月３日(水) 15：30
�ところ…中央コミュニティセンター「善隣館」
�内　容…講師：浅利香津代(俳優)、演題：「ふるさとと私

の生きがい」
�入場料…無料

由利町教育委員会生涯学習課　�５３－２２４５

由利町から

由利町発足50年記念　文化講演会

�と　き…11月１日(月)～７日(日)
�ところ…西目町Ｂ＆Ｇ海洋センター、西目町民センター

「シーガル」
�内　容…6日、7日は果樹・農林産品評会をはじめ、各種展

示会やコンクール、即売会などのイベントを開催。
西目町産業課　�３３－４６１４

西目町から

第10回産業文化祭

�と　き…11月26日(金) 18：30開演
�ところ…西目町民センター「シーガル」
�入場料…前売券一般800円、高校生以下300円

西目町民センター「シーガル」 �３３－２３１５

前田英樹ピアノリサイタル

�と　き…11月７日(日) 13：30開演
�ところ…勤労青少年ホーム
�内　容…講師：森田正光（お天気キャスター）演題：「テ

レビで言えない天気の話」
�入場料…整理券500円

仁賀保町教育委員会社会教育課　�３７－３１２１

仁賀保町から

文化講演会

�と　き…11月14日(日) 11：00開演
�ところ…大内町農村環境改善センター
�内　容…ゲスト出演：ハン・ボクスン(韓国出身民謡歌手)、

つばさ(秋田市の高校生歌手)
�入場料…1,000円

実行委員会事務局　�６５－２２８８

大内町から

第7回大内町むらおこしカラオケ大会

�と　き…11月21日(日) 15：45開演
�ところ…出羽中学校体育館
�内　容…出演：キム・ヨンジャ、山川豊、大内・岩城町民
�入場料…無料
�申　込…観覧申込は、官製往復はがき（１人１枚）の往信

裏面に、郵便番号・住所・名前・電話番号を、返
信用表面に郵便番号・住所・名前を記入。応募多
数の場合は、抽選のうえ入場整理券を送付します。
締切は11月８日(月)必着。

ＮＨＫ秋田放送局　
０１０－８５０１　ＮＨＫ秋田放送局「ふるさと競演」係

�０１８－８２４－８１００

NHKふるさと競演 ～大内町vs岩城町～

�と　き…11月７日(日) ９：00
�ところ…道の駅にしめ「イベント広場」
�内　容…西目町特産りんごと、道の駅向かいの団地で栽培

されたネギの販売を実施。
西目町産業課　�３３－４６１４

りんごまつり・ねぎまつり
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町
が
生
ん
だ
偉
大
な
る
音
楽
家

小
松
耕
輔
氏
は
、
本
年
十
二
月
十

四
日
を
も
っ
て
生
誕
百
二
十
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
改
め

て
郷
土
の
先
覚
者
の
業
績
を
顕
彰

し
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
十
一
月
十
八
日
（
木
）

午
後
一
時
三
十
分
開
演

●
会
場
　
有
鄰
館

●
講
師
　
秋
田
県
立
博
物
館

名
誉
館
長
新
野
直
吉
氏

●
演
題
　
「
音
楽
開
花
の
人

小
松

耕
輔
」（
仮
称
）

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
頃
の
運
動
不
足
解
消
を
図
り

ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
十
一
月
二
十
八
日
（
日
）

午
前
九
時
　
開
会
式

●
会
場
　
町
民
体
育
館

※
参
加
申
込
み
は
、
所
定
の
様
式

に
よ
り
十
一
月
十
七
日
（
水
）
ま

で
教
育
委
員
会
へ
。

小
松
音
楽
兄
弟
を
顕
彰
し
て
行
わ

れ
る
「
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭
」
も
回

を
重
ね
る
こ
と
十
二
回
、
今
年
も
十

月
二
十
四
日
、
東
由
利
中
学
校
体
育

館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小

中
学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
特

別
出
演
団
体
の
秋
田
青
少
年
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
な
ど
総
勢
三
百
余
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

音
楽
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
東

由
利
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
「
シ
ン
ク

ロ
　
Ｂ
Ｏ
Ｍ
―
Ｂ
Ａ
―
Ｙ
Ｅ
」
の
元

バ
ケ
ツ
や
タ
ラ
イ
を
叩
か
せ
た
り
、

手
拍
子
や
足
拍
子
で
演
奏
に
加
わ
ら

せ
る
な
ど
し
て
大
い
に
音
楽
祭
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
東
由
利
混
声
合
唱
団

（
コ
ー
ル
ゆ
ら
り
）
が
旧
玉
米
中
学

校
校
歌
な
ど
三
曲
を
披
露
し
、
息
の

あ
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
会
場
に
響
か

せ
ま
し
た
。

コ
ー
ル
黄
桜
は
四
曲
を
披
露
、
旧

蔵
小
学
校
校
歌
、
玉
米
小
学
校
校
歌

を
会
場
の
Ｏ
Ｂ
ら
と
一
緒
に
歌
い
、

往
年
の
な
つ
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
共

に
、
当
時
の
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

最
後
を
飾
る
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ひ

が
し
ゆ
り
音
楽
祭
を
長
い
間
指
導
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
豊
島
重
孝
先
生

の
指
揮
の
も
と
「
東
由
利
町
賛
歌
」

を
参
加
者
全
員
が
声
た
か
ら
か
に
歌

い
上
げ
、
小
松
音
楽
兄
弟
の
功
績
を

讃
え
ま
し
た
。

気
な
演
奏
に
始
ま
り
、
第
一
部
で
は

八
塩
小
学
校
・
高
瀬
小
学
校
が
合
同

で
小
松
耕
輔
作
曲
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

な
ど
二
曲
、
東
由
利
中
学
校
が
学
年

毎
に
「
朝
」
な
ど
四
曲
を
披
露
、
続

い
て
秋
田
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

「
カ
ノ
ン
」
な
ど
四
曲
の
演
奏
を
行

い
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
る

秋
田
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
小

学
三
年
生
か
ら
大
学
生
ま
で
の
二
十

三
人
が
、
羽
川
武
団
長
の
指
揮
の
も

と
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
、「
お

も
ち
ゃ
の
交
響
曲
」
で
は
参
加
者
に

第
十
一
回
東
由
利
町

ス
ポ
ー
ツ
祭
種
目
別
大
会

▲フィナーレは全員で合唱「東由利町賛歌」 ▲きれいなハーモニーを披露「コールゆらり」▲蔵小、玉米小のOBとともに合唱「コール黄桜」

▲元気に合唱を行う東中３年生

▲すばらしい演奏を披露した秋田青少年オーケストラ

▲合唱で交流を図る八塩・高瀬小の5.6年生

〜
第
十
二
回
ひ
が
し
ゆ
り
音
楽
祭

小
松
耕
輔
生
誕
百
二
十
年

記
念
講
演
会
開
催
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▼
あ
り
が
と
う
に
あ
り
が
と
う
／
や
す
い
す

え
こ

▼
こ
と
り
と
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
／
ア

ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン

▼
う
ん
こ
日
記
／
村
中
季
衣
・
川
端
誠

▼
私
の
人
生
私
の
昭
和
史
／
上
坂
冬
子

▼
十
人
の
戒
め
ら
れ
た
奇
妙
な
人
々
／
倉
坂

鬼
一
郎

▼
夏
の
香
り
　
上
・
下
／
チ
エ
・
ホ
ヨ
ン

▼
あ
さ
／
朝
／
谷
川
俊
太
郎
＋
吉
村
和
敏

▼
デ
ー
タ
秋
田
さ
き
が
け
年
鑑
２
０
０
５
／

秋
田
魁
新
報
社

▼
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
鳥
の
騎
士
団

上
・
下
／
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ

▼
太
陽
と
毒
ぐ
も
／
角
田
光
代

▼
地
図
に
な
い
国
／
川
上
健
一

▼
色
即
ぜ
ね
れ
ー
し
ょ
ん
／
み
う
ら
じ
ゅ
ん

▼
あ
お
い
／
西
加
奈
子

▼
「H

igh
and
dry

」
は
つ
恋
／
よ
し
も
と

ば
な
な

▼
赤
い
蝶
々
／
ま
す
い
志
保

▼
ホ
エ
ー
ル
・
ト
ー
ク
／
ク
リ
ス
・
ク
ラ
ッ

チ
ャ
ー

▼
シ
ル
ミ
ド
裏
切
り
の
実
尾
島
／
イ
・
ス
グ

ァ
ン

▼
邂
逅
の
森
／
熊
谷
達
也

▼
ホ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
　
上
・
下
／
リ
チ
ャ
ー

ド
・
プ
レ
ス
ト
ン

▼
半
夏
生

東
京
湾
臨
海
署
安
積
班
／
今
野
敏

▼
雛
の
家
／
久
世
光
彦

▼
コ
ブ
ラ
の
眼
　
上
・
下
／
リ
チ
ャ
ー
ド
・

プ
レ
ス
ト
ン

▼
宗
教
が
往
く
／
松
尾
ス
ズ
キ

▼
僕
の
双
子
の
妹
た
ち
／
白
石
公
子

▼
目
白
雑
録
／
金
井
美
恵
子

11月 11月 

た
く
さ
ん
の
新
刊
本
が
入
り
ま
し
た
。
読

書
の
秋
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲見事優勝を飾った「太陽」チーム

「
太
陽
」
チ
ー
ム
が
優
勝
！

第
二
十
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
秋
田
県
予
選

大
会
が
十
月
十
七
日
、
秋
田
市
の
勝

平
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
出
場
し
た

「
太
陽
」
チ
ー
ム
（
畑
山
敏
・
大
琴
、

長
沼
利
文
・
新
町
、
志
村
康
介
・
新

町
、
畠
山
繁
記
・
上
通
、
佐
藤
俊

悦
・
地
下
ノ
沢
）
が
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
優
勝
に
よ
り
、「
太

陽
」
チ
ー
ム
は
来
年
の
五
月
に
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
（
会
場
・
新
潟
県
）

に
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場
が
決
定

し
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

10月 
保
育
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア〜

わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

十
月
九
日
、
十
六
日
、
二
十
三
日

の
三
日
間
、
み
ど
り
保
育
園
、
永
慶

保
育
園
で
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
し
た
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
会

員
五
十
四
人
は
、
園
内
の
清
掃
や
、

園
児
と
一
緒
に
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

▲おやつを配るサークル会員

▼
ミ
シ
ン
２
／
カ
サ
コ
／
嶽
本
野
ば
ら

▼
奇
傑
左
一
平
／
横
溝
正
史

▼
あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
／
ロ
ン
・
ク
ラ
ー
ク

▼
約
束
／
石
田
衣
良

▼
鴨
居
羊
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
・
２
・
３

／
鴨
居
羊
子

▼
女
性
が
ひ
ら
く
ネ
ッ
ト
新
時
代
／
矢
野
直
明

▼
ダ
ー
リ
ン
は
外
国
人
２
／
小
栗
左
多
里

▼
ト
ン
デ
モ
本
？
違
う
、
Ｓ
Ｆ
だ
！
／
山
本
弘

▼
ザ
ビ
エ
ル
と
そ
の
弟
子
／
加
賀
乙
彦

▼
風
の
歌
、
星
の
口
笛
／
村
崎
友

▼
犯
人
に
告
ぐ
／
雫
井
脩
介

▼
火
天
の
城
／
山
本
兼
一

▼
東
京
に
核
兵
器
テ
ロ
！
／
高
田
純

▼
城
山
三
朗
の
昭
和
／
左
高
信

▼
宮
本
常
一
の
写
真
に
読
む
失
わ
れ
た
昭
和

／
佐
野
眞
一

▼G
ood
Luck

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
／
ア
レ
ッ

ク
ス
・
ロ
ビ
ラ

学
歴
階
級
の
頂
点
に
い
て
も
、「
モ
テ

な
い
」
と
い
う
そ
の
事
実
の
前
に
は
「
負

け
組
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
ん
な

現
実
へ
の
屈
辱
感
が
、
全
編
を
通
し
て
よ

く
伝
わ
っ
て
く
る
爆
笑
青
春
小
説
。
あ
ー

笑
っ
た
。

主
人
公
の
森
本
は
京
大
の
五
回
生
。
そ

の
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ
故
、
た
と
え
振
ら
れ

た
彼
女
に
対
し
て
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
を
続

け
て
い
て
も
、
己
を
正
当
化
し
、
屁
理
屈

を
こ
ね
る
ひ
ね
く
れ
者
。
そ
し
て
、
彼
を

取
り
巻
く
大
学
の
仲
間
も
皆
、
負
け
ず
劣

ら
ず
の
ひ
と
り
よ
が
り
な
変
人
揃
い
。
そ

ん
な
彼
ら
の
妄
想
と
含
羞
に
満
ち
た
日
常

が
、
独
特
の
リ
ズ
ム
で
書
か
れ
て
い
る
。

読
め
ば
抱
腹
絶
倒
と
い
う
、
そ
う
い
う

つ
も
り
は
全
く
な
く
読
み
始
め
た
た
め
、

思
い
切
り
予
想
を
裏
切
ら
れ
た
。
だ
っ
て

こ
れ
、
実
は
「
日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ

ル
大
賞
」
の
受
賞
作
な
ん
だ
か
ら
。
剣
も

魔
法
も
出
て
こ
な
い
こ
の
作
品
が
、「
何

故
大
賞
に
？
」
と
も
思
う
が
、
頭
の
中
で

あ
れ
こ
れ
空
想
す
る
こ
と
が
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
だ
と
言
う
な
ら
ば
、
主
人
公
の
常
軌
を

逸
し
た
（
叶
い
も
し
な
い
事
を
）
考
え
過

ぎ
る
姿
は
、
確
か
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
言

え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

主
観
と
客
観
の
見
事
な
ズ
レ
っ
ぷ
り
が
、

本
書
の
読
み
ど
こ
ろ
。
例
え
ば
、
世
界
が

楕
円
で
出
来
て
い
る
と
し
た
ら
、
作
者
は

間
違
い
な
く
「
楕
円
の
端
っ
こ
」
の
住
人

だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
ん
な
へ
そ
の
曲

が
っ
た
文
章
、
書
け
る
わ
け
が
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
素
直
じ
ゃ
な
い
人
間

の
頭
の
中
っ
て
、
ど
う
し
て
こ
う
も
面
白

い
ん
だ
ろ
う
。（
本
人
は
、
生
き
て
い
く

の
が
無
駄
に
辛
い
と
思
う
け
ど
さ
。）
そ

れ
か
ら
、
作
者
が
エ
ラ
イ
作
家
に
な
っ
た

暁
に
、
こ
の
デ
ビ
ュ
ー
作
を
ど
う
思
う
の

か
が
知
り
た
い
。
多
分
、
恥
ず
か
し
さ
の

あ
ま
り
顔
を
覆
っ
て
、
土
手
を
転
が
り
落

ち
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
ん
な
若
気
を
感

じ
た
い
方
、
一
度
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
。

（
ひ
）

32回 「太陽の塔」
森見登美彦著・新潮社刊
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

庭
隅
に
自
己
顕
示
し
て
金
糸
草
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

握
る
穂
に
胸
中
よ
ぎ
る
米
価
安
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

病
む
床
の
台
風
の
爪
憂
い
け
り
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

受
信
塔
月
日
の
錆
や
雁
来
月
　
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

作
業
車
の
見
え
つ
か
く
れ
つ
稲
架
襖
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

新
米
に
亡
夫
を
語
る
手
巻
き
鮨
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

冷
ま
じ
や
こ
け
し
の
首
根
こ
き
と
鳴
る
　
　
秋
田
市
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

畦
ゆ
け
ば
蝗
千
匹
と
び
跳
ね
る
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

路
地
裏
に
肉
焼
く
煙
星
月
夜
　
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

貯
え
を
ち
ょ
っ
と
膨
ら
し
秋
の
旅
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

十
五
夜
に
点
滅
灯
の
機
影
か
な
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

啼
き
な
が
ら
群
れ
追
ふ
鷺
や
秋
深
む
　
　
　
上
　
通
　
小
　
松
　
メ
　
サ

星
の
夜
に
ひ
と
り
占
め
し
や
虫
の
声
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

塩
害
に
屈
む
す
べ
な
き
稲
穂
か
な
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

ゆ
く
秋
を
ま
た
た
き
も
せ
ず
慈
悲
菩
薩
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

羚
羊
の
物
憂
げ
に
佇
つ
秋
黴
雨
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

櫓
田
と
な
り
て
農
夫
の
肩
ま
ろ
し
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

日
を
う
け
て
煌
め
く
す
す
き
一
望
に
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

小こ

僧
と
山
ん
婆ば

む
か
し
む
か
し
、
山
寺
の
小
僧
が
和お

尚
さ
ん
に
「
和
尚
さ
ん
和
尚
さ
ん
、
村

の
み
ん
な
が
奥
山
に
栗
拾
い
に
行
く
か

ら
、
お
ら
も
行
っ
て
く
る
よ
」
と
言
う

と
、
和
尚
さ
ん
は
「
山
ん
婆ば

が
出
る
と

困
る
か
ら
、
こ
れ
を
守
り
札
に
使
う
と

い
い
…
」
と
三
枚
の
お
札
を
持
た
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

奥
山
に
は
栗
が
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
い

て
、
夢
中
に
な
っ
て
拾
う
小
僧
で
し
た
。

も
う
い
っ
ぱ
い
拾
っ
た
の
で
帰
ろ
う
と

し
た
と
き
で
す
。
急
に
あ
た
り
が
暗
く

な
っ
た
と
思
っ
た
ら
林
の
奥
の
方
か
ら

優
し
そ
う
な
顔
の
婆
さ
ま
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
婆
さ
ま
は
「
ず
い
ぶ
ん
い
っ

ぱ
い
栗
を
拾
っ
た
も
の
だ
。
家
で
ゆ
で

て
や
ろ
う
」
と
小
僧
を
家
に
誘
い
、
台

所
の
い
ろ
り
に
鍋
を
か
け
栗
を
ゆ
で

て
、
小
僧
に
腹
が
ぱ
ん
ぱ
ん
に
な
る
ほ

ど
食
べ
さ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
眠

く
な
っ
た
小
僧
を
隣
の
部
屋
に
寝
か
せ

て
く
れ
た
の
で
し
た
。

夜
中
に
ふ
と
目
を
覚さ

ま
し
た
小
僧
の

耳
に
雨
だ
れ
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。

「
…
チ
ン
チ
ン
タ
ン
タ
ン
小
僧
や
、
起

き
て
婆
ん
ば
の
面
見
ろ
や
…
」
不
思
議

な
雨
だ
れ
の
音
を
何
度
も
何
度
も
耳
に

す
る
の
で
、
小
僧
は
そ
っ
と
起
き
て
板

戸
の
す
き
間
か
ら
台
所
を
の
ぞ
き
ま
し

た
。
す
る
と
あ
の
優
し
か
っ
た
婆
さ
ま

は
、
口
が
耳
ま
で
裂さ

け
、
頭
に
角
が
は

え
、
真
っ
白
な
髪
を
ふ
り
乱
し
て
い
る

恐
ろ
し
い
山
ん
婆
だ
っ
た
の
で
す
。

小
僧
は
怖
く
て
震
え
な
が
ら
、「
婆

さ
ま
や
便
所
に
行
き
た
い
が
…
」
山
ん

婆
は
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
腰
に
縄
を

ゆ
わ
え
、
便
所
ま
で
つ
い
て
き
ま
し
た
。

小
僧
は
便
所
に
入
る
な
り
、
腰
の
縄
を

柱
に
結
び
、
お
札
を
一
枚
は
っ
て
「
お

札
さ
ん
、
お
ら
の
か
わ
り
に
返
事
を
し

て
い
て
く
れ
」
と
頼
む
と
、
窓
か
ら
一

目
散
に
逃
げ
ま
し
た
。「
ま
だ
か
ぁ
小

僧
っ
。
早
く
し
ろ
っ
！
」「
ま
だ
だ
よ
」

の
繰
り
返
し
に
、
だ
ま
さ
れ
た
と
知
っ

た
山
ん
婆
は
、
真
っ
赤
に
な
っ
て
怒
り

狂
い
、
逃
が
し
て
な
る
も
の
か
と
夜
の

山
道
を
ど
ん
ど
ん
追
い
か
け
て
き
ま

す
。
つ
か
ま

れ
そ
う
に
な

っ
た
小
僧

は
、
二
枚
目

の
お
札
で
大

き
な
砂
山

を
、
最
後
の

三
枚
目
の
お

札
で
流
れ
の

速
い
川
を
出

し
て
も
ら

い
、
難
を
逃

れ
た
の
で
し

た
が
、
山
ん

婆
の
早
さ
に

は
か
な
い
っ

こ
あ
り
ま
せ
ん
。

「
和
尚
さ
ん
助
け
て
く
れ
ぇ
…
」
よ

う
や
く
た
ど
り
着
い
た
山
寺
で
す
。
和

尚
さ
ん
は
急
い
で
小
僧
を
天
井
裏
に
隠

し
、
そ
し
ら
ぬ
顔
で
餅
を
焼
い
て
い
る

の
で
し
た
。
息
を
切
ら
せ
て
や
っ
て
き

た
山
ん
婆
に
和
尚
さ
ん
が
「
…
ま
あ
落

ち
着
け
や
。
と
こ
ろ
で
何
に
で
も
な
れ

る
と
聞
く
が
、
小
さ
な
豆
コ
に
な
れ
る

か
な
…
」
と
持
ち
か
け
る
と
、
山
ん
婆

は
お
安
い
ご
用
と
ば
か
り
に
小
さ
な
豆

コ
に
な
り
ま
し
た
。
和
尚
さ
ん
今
だ
！

と
急
い
で
、
焼
い
た
餅
に
豆
コ
を
ぺ
た

っ
と
く
っ
つ
け
た
と
思
う
と
、
ぺ
ろ
っ

と
一
口
で
食
べ
て
し
ま
っ
た
の
で
し

た
。

小
野
武
氏
（
上
里
・
故
人
）
覚
え
書
き

よ
り

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

八
九
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むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

〜
３
歳
児

健
診
か
ら
〜

高橋絵
え

利
り

花
か

ちゃん
新町（和美さん）

遠藤　　杏
あん

ちゃん
新処（賢志さん）

長谷山悠
ゆ

吏
り

亜
あ

ちゃん
田代（広美さん）

佐々木麻
ま

衣
い

ちゃん
新町（良一さん）

柿　　　成
じょう

くん
下通（大さん）

高橋　瞳
とう

太
た

くん
須郷（栄樹さん）

小松　夕
ゆう

華
か

ちゃん
新町（正義さん）

佐々木克
かつ

輝
き

くん
大琴（真由美さん）

畑山　直
なお

紀
き

くん
島（裕輝さん）

梅津　友
ゆう き

くん
大琴（正明さん）

畠山　楓
か

乃
の

ちゃん
大吹川（好宏さん）

高橋　永
はる

華
か

ちゃん
新町（貴至さん）

横山　麻
ま

衣
い

ちゃん
向田（慶和さん）

遠藤　萌
もえ

加
か

ちゃん
小倉（和也さん）

長谷山優
ゆう

奈
な

ちゃん
田代（広美さん）

遠藤　陽
はる

奈
な

ちゃん
小倉（友和さん）

浅田　美
み

咲
さき

ちゃん
船木（和幸さん）

佐藤　佑
ゆう

斗
と

くん
泡ノ渕（晶子さん）

鍬　　篤
あつ

哉
や

くん
松柴（正人さん）

遠藤　采
あや

海
か

ちゃん
小倉（和也さん）

〜
１
歳
６
ヵ
月
児

健
診
か
ら
〜

◇個人事業者は平成17年分か
ら（法人は平成16年４月１日
以降開始する課税期間から）
☆　事業者免税点の上限が、
3,000万円から1,000万円に引
き下げられました。
☆　簡易課税制度の適用上限
が、２億円から5,000万円に
引き下げられました。

詳しくは　
本荘税務署　
２２－２３３５
税務相談室秋田南部室
０１８－８３３－３０４４

国税電子申告・納税システ
ムが今年６月から運用開始と
なりました。国税の申告・納
税が、インターネットなどか
らできます。

詳しくは　
ホームページ　
http://www.e-tax.nta.go.jp

ヘルプデスク　
０５７０－０１５９０１

消費税が
変わりました

自宅で
申告・納税が

できます
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住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

９月末人口 前月比 

2,307 

2,463 

4,770 

1,367

1 

－3 

－3 

－2

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

９月異動人数 1月からの累計 

1 

12 

8 

0

15 

64 

59 

73

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

1 

19 

6 

1 

0 

0 

0

3 

122 

15 

2 

9 

1 

3

９　月 
発生数 

1月から 
の累計  

ア
ジ
ア
原
産
の
一
年
草
で
、
日
本
各
地
の
畑
や
河
川
敷
な
ど
に

も
見
ら
れ
ま
す
。
茎
、
葉
と
も
に
粗
大
で
、
茎
は
２
�
に
も
な
り

ま
す
。
昔
は
観
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
で
は

種
が
運
ば
れ
て
各
所
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
花
は
茎

先
で
分
枝
し
て
、
長
い
穂
状
の
鮮
紅
色
の
美
花
を
つ
け
ま
す
。
花

は
紅
色
の
５
深
裂
す
る
萼が

く

か
ら
な
り
、
葉
は
長
楕
円
形
で
互
生
し
、

柄
が
あ
り
ま
す
。
タ
デ
科
の
植
物
は
ほ
と
ん
ど
辛
い
味
が
あ
り
、

思
い
が
け
な
い
よ
う
な
物
を
好
む
人
の
こ
と
を
「
タ
デ
食
う
虫
も

な
ん
と
や
ら
」
な
ど
と
言
い
ま
す
。

東
由
利 

オ
オ
ケ
タ
デ（

タ
デ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.237

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金

一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
藤
重
一
さ
ん
（
鳥
海
町
）、
牛
島
フ
サ

さ
ん
（
所
沢
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳

志
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま

す
。

小
野
進
さ
ん
（
舘
合
新
田
）、
阿
部
久
盛

さ
ん
（
十
二
ノ
前
）、
櫛
野
信
義
さ
ん

（
舘
西
）、
佐
々
木
孝
一
さ
ん
（
大
琴
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

11月2日からスタートする、ニック先
生の英会話教室に参加しよう考えていま
す。英語とは疎遠な生活ですが、話せた
ら便利だなぁと感じることは多々あり、
初の英会話に挑戦です。でもニック先生
を目の前にしたら、ドキドキして日本語
すら話せないかもしれません。まずは先
生と仲良くなることから始めたいと思い
ます。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
９
月
21
日
〜

10
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
９
月
21
日
〜
10
月
20
日
届
出
）

3 日�　文化の日
紅葉カップパークゴルフ
大会

5 日�　町功労者表彰式・閉町式
並びに合同竣工式

6 日�　第3回うたごえ喫茶
9 日�　健康づくり県民運動ミニ

イベント
「食と歯と健康のフェス
ティバル」

12日�　機能訓練教室
13日�　わくわくサークル（料理

教室）
16日�　乳児健診

食生活改善講習会
18日�　ことぶき大学（講演会）
19日�　献血（成分）
21日� 合併協議説明会（役場）
22日� 合併協議説明会（大蔵館）
23日�　勤労感謝の日

在京宿小・大琴小会
25日�　合併協議説明会（玉米会館）

機能訓練教室
26日�　合併協議説明会（老方館）

フレッシュ教室
27日�　わくわくサークル（料理

教室）
28日�　町民スポーツ祭（ビーチ

バレーボール大会）
29日� 合併協議説明会（高瀬館）
30日�　心のさわやか相談

サツマイモの花が咲いたと聞いて写真を撮り

に行きました。蔵新田の何軒かの畑で同じよう

に花が咲いたのだそうです。この珍しい現象に

近所の人たちは、「良いことが起こる前兆であ

ってほしいなぁ」と話していました。（９月下

旬撮影・蔵新田）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

９／30
梅
　
津
　
心こ

こ

寧ね

ち
ゃ
ん〈
正
　
明
〉
大
　
琴

留
　
美

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

10／１
小
　
野
　
　
　
隆
さ
ん

）
宿

畠
　
山
　
明
　
子
さ
ん

新
　
町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

９／23
櫛
野
シ
ツ
エ
さ
ん
（
82
）
信
　
義
･
妻
・
舘
　
西

９／23
遠
藤
ヤ
ヱ
ミ
さ
ん
（
75
）
恭
　
悦
･
母
・
小
　
倉

９／23
小
野
フ
サ
ノ
さ
ん
（
77
）
鈴
木
イ
ヨ
子
･
母
・
大
琴

９／24
高
橋
タ
ケ
ヨ
さ
ん
（
102
）
遠
藤
チ
ヨ
ミ
･
母
・
小
倉

10／１
阿
部
　
七
郎
さ
ん
（
81
）
チ
ユ
ミ
･
夫
・
蔵
新
田

10／７
柴
田
　
惠
智
さ
ん
（
80
）
與
太
郎
･
妻
・
須
郷
田

10／８
阿
部
ム
ツ
ノ
さ
ん
（
89
）
久
　
盛
･
母
・
十
二
ノ
前

10／９
小
野
　
留
藏
さ
ん
（
90
）

進
　
･
父
・
舘
合
新
田

10／15
小
野
ミ
ノ
コ
さ
ん
（
98
）
タ
ミ
エ
･
母
・
　
島

10／19
遠
藤
ユ
キ
ノ
さ
ん
（
87
）
歳
　
子
･
母
・
小
　
倉


